
サポートカー限定免許（安全運転サポート車等限定条件付免許） 

 

１ 概要 

  運転免許を受けている方は、その方の申請により、運転できる車を安全運転サポート車に限定する 

条件を免許に付与することができます。申請は更新申請と併せて行うことが可能です。 

 

２ 条件の付与の基準 

  サポートカー限定条件を付与することができる免許の種類は、普通免許に限られます。 

  普通免許以外の中型（８ｔ限定）や準中型（５ｔ限定）免許を含め、普通自動車を運転できる免許 

 （上位免許）をお持ちの方は、当該上位免許の全てについて申請取消を行い、普通免許を付与する手続

きを行う必要があります。 

 

３ 免許条件の内容 

  申請により免許に付与する条件は、普通免許により運転することができる普通自動車の種類を次の 

いずれかに該当するものに限定する条件となります。（下記条件Ａ又はＢに該当） 

 

 

条件Ａ 

衝突被害軽減ブレーキ（性能認定） 

+ 

ペダル踏み間違い時加速抑制装置（性能認定）※マニュアル車は不要 

性能認定 ： 自動車の先進安全技術の性能の評価等に関する規定及び先進安全技術の性能認定 

実施要領に基づく性能認定 

※１ 性能認定を受けた自動車は、令和２年度以降に製造されたものに限られています。 

※２ 後付け装置については、当該装置が資格要件を満たす取付事業者により取り付けられたもの 

であるかどうかなどを判別困難なため対象装置とはなりません。 

 

 

条件Ｂ 

 

衝突被害軽減ブレーキ（保安基準） 

保安基準 ： 道路運送車両法の保安基準。令和３年 11 月以降、国産新型車から順次、衝突被害軽 

      減ブレーキの装着が義務付けられ、性能認定よりも高い性能基準が適用されます。 

 

※ 該当するサポートカーは こちら （警察庁ホームページリンク） 

  

サポートカー限定免許を検討中の方は運転免許センター安全運転支援係までご相談お願いします。 

                               （０８９－９３４－０１１０（代表電話）内線３３１～３３３） 

 

https://www.npa.go.jp/policies/application/license_renewal/support_car.html

